
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№９７ 平成２９年４月号 
発行 大歳地域交流センター  

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口）  TEL 922-2461 

 人 数 13,442 世帯数 6,397  

平成 29 年 3 月 1 日現在 

 特に２０～５０歳代は仕事、家事、育児等に忙しく、自分のために時間が取れない世代です。 

「運動不足を解消したい！でも、時間がないから・・・」と諦めていませんか？ 

皆さんが無理なく、日常生活の中で少しでも運動（歩数アップ）できるよう支援します！ 

内容：①目標歩数や時間を決め、歩数アップにチャレンジ！ 

②毎月、歩数または歩いた時間を記入した記録表を提出する。 

③応援メッセージ付きの記録表や健康づくり情報が返信される。 

抽選で素敵な健康グッズのプレゼントあり！ 

また新規参加者のうち３か月連続で記録表を提出した方にはもれなく粗品を進呈！ 

対象者：市内に在住・在勤・通学している方のうち、定期的な運動習慣がない方 

（「定期的な運動習慣がない」とは週２回３０分以上の運動を継続していないこと） 

実施期間：【前期】５月１日（月）～７月３１日（月）の３か月間 

     【後期】１０月１日（日）～１２月３１日（日）の３か月間 

参加費：無料（ただし、記録表の郵送料は自己負担）歩数計はご自身でご用意ください。 

申込方法：申込書に必要事項を記入し、窓口持参又は、郵送・ＦＡＸ・メール・電話で申し込み 

申込期限：【前期】４月２８日（金） 【後期】９月２９日（金） 

申込場所：各保健センター、各地域交流センター及び分館 

※チラシ・申込書は各申込場所にあります。市ウェブサイト（「歩数アップサポート」で検索）

からもダウンロード可 

問い合わせ：山口市保健センター （ＴＥＬ ９２１－２６６６） 

 

日時：４月２３日（日）９時～ 大歳小学校グラウンド 

恒例の『大歳地区体育祭』が盛大に開催されます。 

平成２９年度最初の体育行事です。多くのみなさんの出場・応援をお待ちしております。 

☆プログラムは４月１５日号の市報と一緒に配布します。 

※雨天中止。開催の場合は６時３０分に煙火を打ち上げます。 

 

 

 

3/13 子育てみんなの広場 

   親子３Ｂ体操 

主催 大歳自治振興会 主管 大歳体育振興会 後援 大歳地域交流センター 
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「市民登山教室の会」は登山の知識や技術を学んで、
山登りの楽しさを実感してもらう教室です。これからの
人生が大きく変わりますよ。登山を始めませんか？ 
内容：日帰り登山年４回程度実施 

（６・９・１２・３月頃予定） 
ヤマシャク保護・清掃登山（４・６月頃予定） 

会費：１,６００円（別途山岳共済保険あり） 
申込方法：はがきに郵便番号・住所・氏名・生年月日・

電話番号・血液型を記入の上、阿部智安宛（〒
753-0821 山口市葵１－４－１４）送付 

問い合わせ：「市民登山教室の会」事務局 
      （ＴＥＬ ９２２－０２０２） 
      代表 阿部 智安 
    （ＴＥＬ ０９０－９４６０－３３８１） 
※詳細は山口山岳会ホームページに掲載しております。
市民登山教室の会会員募集コーナーをご覧ください。 

 

 

みんなで楽しくサッカーをしよう！ 

対象：小学１～６年生 

日時：毎週月・火・木・金曜日 

１６時３０分～１８時３０分 

毎週土曜日 ９時～１２時 

   １～４年生…月曜日・木曜日 

   ５，６年生…火曜日・金曜日・土曜日 

         ※４年生は土曜日もあり。 

場所：大歳小グラウンド 

申込期限：４月２０日（木） 

問い合わせ・申込：大歳サッカースポーツ少年団 

         代表 石井 貫太郎 

(ＴＥＬ ０９０-３３７３-０２０９) 

大歳ジュニアスポーツでは、新たにサウンドクラブ 

（合唱）を立ち上げました。「スポーツ（運動遊びや

ソフトバレー）」と「サウンド（合唱）」の両方に加入

ができます。もちろん、どちらかだけの加入も可能です。 

日時：スポーツ…毎週日曜日  １４時～１７時 

        ※大歳小学校体育館 

サウンド…不定期火曜日 １５時３０分～１７時  

※大歳地域交流センター ２階 講堂 

その他：結団式：総会（説明会）を４月１６日（日） 

１４時から大歳小学校体育館で行いますので、

関心のある方はぜひお越しください。 

問い合わせ：大歳ジュニアスポーツ 

      代表 和田 康夫  

（ＴＥＬ ０９０－４５７１－６９１５） 

～平成２９年４月からの体制～ 

所長 岡村 利彦 

行政窓口担当 

山根 正司、沼田 良子、小田 早苗 

地域担当 

柳本 和芳（文化財保護課から）、山本 悟 

自治振興会 

勝井 勝治、小野 喜美子、藤井 郁子、網屋 雅代、 

原 伸枝 

～人事異動者～ 

村田 充広（収納課へ異動） 

３年間お世話になりました。ありがとうございました。 

 

 

 

活動を始めて５年、アメリカ人ブライアン先生

と楽しく英語にふれています。アルファベット、

挨拶、物の名称など正しい発音で覚えましょう！ 

日時：毎月第１・２・３水曜日  

１５時５分～１５時５５分 

場所：大歳地域交流センター ２階 講堂 

対象：小学生 

参加費：毎月２,６００円 

問い合わせ：大歳こども英語クラブ 

      代表 佐々木 美和子 

（ＴＥＬ ０９０－７５００－９００７） 

 

 

日時：４月１５日（土） 

１３時３０分～１５時３０分 

内容：○年間計画しおりづくり 

○割り箸鉄砲をつくろう 

○射的遊び（賞品あり） 

場所：大歳地域交流センター ２階 講堂 

参加費：１００円 

問い合わせ：大窪 

（ＴＥＬ ０８０－２９０４－８１９３） 

※道具や事前の申し込みは不要です。 

どなたでもお気軽にご参加ください！ 
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3 日(月) 燃やせないごみの日 

4 日(火) 交流センター後援会総会（18：15～） 

4 日(火) 体育振興会総会（19：00～） 

      体育祭打ち合わせ会 

7 日(金) ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

12 日(水) 母子相談（10：00～11：00） 

13 日(木) 金属・小型家電製品の日 

15 日(土） 大人の居場所（13：30～15：30） 

16 日(日) 消防後援会評議員会・自治会長会 

 

16 日(日) 大歳自治振興会・大歳地区社協総会      

19 日(水) びん・缶の日 

21 日(金） パソコン相談（10：00～12：00） 

21 日(金) ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

23 日(日) 第５７回大歳地区体育祭 

24 日(月) 古紙ペットボトル分別収集（大歳①） 

27 日(木) 古紙ペットボトル分別収集（大歳②） 

28 日(金) 太陽クラブ（10：00～13：00） 

      ※木曜日はプラ容器包装分別収集 

 
【大歳地区４月の行事予定】 

 

 

4 月  4 日(火)  大歳地域交流センター後援会総会（大歳地域交流センター） 

4 月  4 日(火)(体)大歳体育振興会総会（大歳地域交流センター） 

4 月 16 日(日)(自)大歳自治会長会（大歳地域交流センター） 

4 月 16 日(日)(自・社)大歳自治振興会・大歳地区社会福祉協議会総会 

4 月 23 日(日)(自)第 57 回大歳地区体育祭（大歳小グラウンド） 

5 月    日( )  戦没者追悼慰霊祭（山口单総合センター）  

5 月 21 日(日)(体)第 40 回大歳地区分館対抗バレーボール大会(スポーツ文化センターアリーナ) 

5 月 31 日(水)  チャレンジデー2017 

6 月  4 日(日)(体)第 60 回大歳地区分館対抗ソフトボール大会（椹野川運動公園） 

6 月 25 日(日)(体)第 40 回大歳地区卓球大会（大歳小体育館） 

7 月  8 日(土)  おおとし防災の日関連事業（大歳地域交流センター） 

7 月    日( )(自)ふしの川水系クリーンキャンペーン 

7 月    日(土)  夜間安全パトロール（大歳地区内） ※夏休み期間中の土曜日 

8 月  5 日(土)(自)第 31 回おおとし夏まつり 

8 月 26 日(土)(自)第 8 回大歳地区三世代交流グラウンドゴルフ大会 

8 月    日( )(自)大歳地区花いっぱい運動花壇コンテスト審査日 

9 月  9 日(土)  鴻单中学校体育祭（鴻单中学校グラウンド） 

9 月 10 日(日)    第 11 回山口市民体育大会（維新公園陸上競技場ほか） 

9 月 16 日(土)(社)大歳地区敬老祝賀会（山口県総合保健会館） 

9 月 30 日(土)  大歳小学校運動会（大歳小学校グラウンド） 

10 月 15 日(日)(自)大歳地区一斉清掃（大歳地区内） 

10 月 22 日(日)(体)第 40 回大歳地区バドミントン大会（大歳小学校体育館） 

11 月  5 日(日)(自)大歳地区健康づくり・絆・交流の輪グランドゴルフ大会(大歳小学校グラウンド) 

11 月 12 日(日)(自)第 41 回大歳まつり 

11 月 26 日(日)(体)第 18 回大歳地区分館対抗ソフトバレーボール大会（大歳小学校体育館） 

11 月 28 日(火)(自)大歳地区健康づくり・絆・交流の輪囲碁大会（大歳地域交流センター） 

12 月  5 日(火)(自)大歳地区健康づくり・絆・交流の輪将棋大会（大歳地域交流センター） 

12 月 10 日(日)(体)第 32 回大歳体育振興会長杯争奪少年サッカー大会（維新公園ちょるる広場） 

1 月  7 日(日)  山口市消防出初式（山口单総合センター） 

1 月  7 日(日)  山口市成人式（市民会館） 

1 月 14 日(日)  第 13 回山口市駅伝競走大会（きらら博記念公園） 

毎年 7 月 21 日はおおとし防災の日（平成 23 年制定） 

※行事日程は変更となる場合があります。予めご了承ください。 

 (体)…大歳体育振興会主催行事 (自)…大歳自治振興会主催行事 

 (社)…大歳地区社会福祉協議会主催行事 
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大歳のエトセトラ ４０ 

黒川市その１ －市から宿駅へ－ 
黒川とは、その名のとおり、「黒い川」からきています。それは椹野川を跨いだこの集落に、洪水

の度に引き起こされる汚れて黒ずんだ川の流れを表しているのかもしれません。そしてこの一帯は、

そのあふれ出た水の溜まり場でもありました。その黒川に集落が形作られたのはいつ頃か考えて見ま

しょう。平安中期 930 年代に作成された辞典である「和名類聚抄」には黒川の名はありませんが、1186

（文治 2年）3月焼失した東大寺再建のために、この一帯が東大寺造営料国となったことや、1294（永

仁 2年）、「東大寺尊勝院文書」に「黒河保地頭」の名があるところから、13 世紀あたりと考えられて

います。その後、この黒川の集落は、椹野川によって分断されることになるのです。 

市の発生は、見知らぬ人々が集まるための道が出来てからのことです。その道とは、俗に言う「石

州街道」です。その街道が形作られるのは、大内弘世が大内村を出て、山口に居館を移す正平 15 年

（1360）頃以降です。その頃から市が立ち始めたようです。それではなぜ黒川に市かと言えば、黒川

市は、椹野川の流域にあり、人間の力を超えた自然に翻弄される領域であり、雨の合間に虹も立った

と思われるところです。そこには人間の力を超えた世界と人間の世界との境界を垣間見る場所でもあ

りました。そして山口と小郡の中間に位置する特異な場所としても存在していたのです。市が立つ条

件はあったのです。 

物と物とを只の商品として交換するには、物が持っている俗的な世界との関わりを、こういう特異

な場所で一旦引き離す必要があったのです。通常の関係の中で、物を交換すれば、物との関わりは深

くなってしまいます。そのため、このような世俗との縁が切れたような場所に、物を持ち込むことに

よって、初めて人々は物を商品にし、何の負い目もなく交換することが出来たのです。やがて市には、

商人がやってきて、借家で店を開いたり、様々な店舗などが立ち並ぶようになります。商売繁盛の神

である恵比須社もまた、市とともに祀られるようになったのでしょう。そして黒川市は、街道から生

み出され、駅場となって、その形を変えていくようになるのです。 

それがどの程度のものか、史料から僅かに裏付けることが出来ます。江戸時代初めの慶長年間には、

街道沿いに商家と伝馬に携わる農家が 28 軒の市屋敷として立ち並んでおり、天保年間の「風土注進

案」には 24 軒となり、その中には油屋、青染屋、豆腐屋、雑貨屋の店舗が一軒づつあり、大工や鍛

冶屋といった人たちも住

み着いていたようです。

駅伝としての人夫 23 人

や伝馬 10 頭は、農家と併

用されていましたが、山

口の中心まで一里半を残

した宿のない小さな黒川

宿は、未だのんびりとし

た風情を残していたので

す。 

来月号に続きます。          

（大歳史談会      

文責： 黒田五郎） 

 1800 年頃の黒川市、中央の濃い筋が石州街道（地下図より） 

下方が北方向です。 


